
本時の授業展開（「速さ」の導入） 

（１） 本時の目標 

速さを比べるときに，単位量や公倍数などの考えを用い，時間か道のりのどちらかをそろえる

と，速さを比べられることを見出す。 

（２） 本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点（・） 

評価【 】 

評価方法（  ） 
 学習活動と予想される反応（Ｔ：授業者 Ｃ：児童） 学び合い 

課
題
把
握
8
分 

１．課題をつかむ 

T：先生たちが校庭を走りました。どの先生が速かったと思

いますか。 

C：C先生が速そうだ。 

映像観賞 

C：走り方が違うから，C先生じゃないかもしれない。 

C：C先生の走る道のりは，他の先生より長い気がする。 

C：タイムが分からないと計算できないよ。 

A先生 20ｍ ４秒 

B先生 20ｍ ５秒 

C先生 30ｍ ５秒 

C：A 先生と B先生では，同じ道のりなのに時間が短い A 先

生の方が速いと思います。 

C：C 先生と B先生では，同じ時間なのに道のりが長い C 先

生の方が速いと思います。 

C：A先生と C先生では，道のりも時間も違います。 

C：計算をして道のりか時間をそろえれば，どちらが速いか

分かると思います。 

 

 

 

 

・道のりや時間

の違いなど，気

付いたことを発

表する。 

 

 

 

◇同時に走っていない

場合は，速さは比べに

くいことに気付かせ

る。 

 

◇最初から数値を提示

しないことで，速さは

道のりと時間に関係す

るということに気付か

せる。 

 

○道のりが決まってい

る場合は，時間の短い

方が速いことを理解さ

せる。 

○時間が決まっている

場合は，道のりが長い

方が速いことを理解さ

せる。 

自
力
解
決
15
分 

２．自分の考え方で速さを求める。 

T：自分の考えた方法で速さを比べてみましょう。1つ見つ

けた人は，他の考え方でも求めてみましょう。 

C1：道のりを最小公倍数でそろえる。 

20と 30の最小公倍数は 60 

4×3＝12  5×2＝10 

同じ道のりなのに時間が短い C先生の方が速い。 

C2：時間を最小公倍数でそろえる。 

4 と 5 の最小公倍数は 20 

20×5＝100  30×4＝120 

同じ時間なのに道のりが長い C先生の方が速い。 

C3：道のりを単位量あたりでそろえる。 

4÷20＝0.2   1ｍあたりにかかる時間(秒)  

5÷30＝0.16… 

同じ道のりなのに時間が短い C先生の方が速い。 

C4：時間を単位量あたりでそろえる。 

20÷4＝5   1秒あたりに進む道のり(ｍ)  

30÷5＝6 

同じ時間なのに道のりが長い C先生の方が速い。 

・単位量や公倍

数などの自らの

考えを，表や図，

式などで表現す

る。 

 

 

 

 

 

・班内で互いの

考えを伝え合う

ことで，新たな

考え（解法）を

知ったり，表現

の違いを理解し

たり，説明の練

習をしたりす

る。 

◇机間指導をして，考

え方の類型や活動の様

子をしっかりつかんで

おく。 

 

◇すでに求め方を 1 つ

見つけた子どもに対し

ては，他にも求め方を

考えさせる。 

 

 

 

 

 

【態度】速さを比べる

ときに，単位量や公倍

数などの考えを用い

ようとしている。（ノ

ート） 

どちらが速いか比べ方を考えよう。 



検
討
15
分 

３．深める(発表) (15分) 

C：C1さんは道のりを 20ｍと 30ｍの最小公倍数 60ｍにそろ

えて考えました。 

A 先生は時間を 3倍すればいいので 4×3＝12 

C 先生は時間を 2倍すればいいので 5×2＝10 

よって 

A先生 60m 12 秒 

C先生 60m 10 秒 

同じ道のりなのに時間が短い C 先生の方が速いこと

が分かります。 

 

C:C2 さんは時間を 4 秒と 5 秒の最小公倍数 20 秒にそろえ

て考えました。 

A 先生は道のりを 5 倍すればいいので 20×5＝100 

C 先生は道のりを 4 倍すればいいので 30×4＝120 

A先生 100ｍ 20 秒 

C先生 120ｍ 20 秒 

同じ時間なのに道のりが長い C 先生の方が速いこと

が分かります。 

 

C:C3 さんは道のりを単位量あたり(１ｍ)でそろえて考え

ました。 

A 先生は 4÷20＝0.2 (秒)  

C 先生は 5÷30＝0.16…(秒) 

A先生 1ｍ 0.2秒 

C先生 1ｍ 0.16…秒 

同じ道のりなのに時間が短い C 先生の方が速いこと

が分かります。 

 

C:C4 さんは時間を単位量あたり(１秒)でそろえて考えま

した。 

A 先生は 20÷4＝5(ｍ) 

C 先生は 30÷5＝6(ｍ) 

A先生 5ｍ 1 秒 

C先生 6ｍ 1 秒 

同じ時間なのに道のりが長い C 先生の方が速いこと

が分かります。 

 

・友だちの考え

を式や図から読

み取り発表す

る。 

 

・考え方の相違

点，共通点を話

し合う。そろえ

ているのは道の

りなのか，時間

なのか。そろえ

方は，単位量な

のか公倍数なの

かなどが明確に

なるようにす

る。 

 

○考え方を比べやすい

ように，下の表を黒

板に提示する。 

 

 また，発表する順番

に配慮し，板書を整

理することで，考え

方の相違点，共通点

が分かるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表】時間か道

のりのどちらかをそろ

えると，速さを比べら

れることを見いだして

いる。（ノート，発言，

適用問題） 

ま
と
め
5
分 

５．まとめ 

T：今日の比べ方の学習で分かったことは何ですか。 

C：単位量や公倍数などの考えを用い，時間か道のりのどち

らかをそろえれば，速さを比べられる。 

・学習を振り返

って学んだこと

を発表する。 

 

適
用
問
題
2
分 

４．適用問題を解く 

T：学習したことを生かして問題を解いてみよう。 

どの動物が速いでしょうか。 

ライオン 112ｍ 7 秒 

キリン 70ｍ 5 秒 

ノウサギ 57ｍ 3 秒 
 

  

 


